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問い合わせ先　
高齢課高齢者支援担当

 1（584）1111
 5（584）3090

地
域
の
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト

平成18年 4月の介護保険制度改正により、
地域包括支援センターが誕生して
間もなく2年が経過します。
市内2カ所のセンターを
より安心して利用してもらうため
センターの概要や利用例を紹介します。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の

健
康
の
保
持
や
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要

な
援
助
を
行
い
、保
健
医
療
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
春
日
市
で
は
、市

内
2
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
社
会
福
祉

士
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
、高
齢
者
の

身
体
・
認
知
状
態
や
家
族
環
境
な
ど
に
よ
っ

て
、そ
の
人
に
合
っ
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
人
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。

○
包
括
的
支
援
事
業

　

▽
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

▽
総
合
相
談
・
支
援

　

▽
権
利
擁
護

▽
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援

○
介
護
予
防
支
援
業
務

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
と
し
て
、要

支
援
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
の
相
談
件
数
は
、
介
護
予
防
支
援
が
２
，

４
９
１
件
、
総
合
相
談
が
４
，
１
３
２
件
、

権
利
擁
護
・
虐
待
が
１
１
７
件
、
ケ
ア
マ
ネ

支
援
が
５
６
８
件
で
し
た
。
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名称
春日市北地域包括支援センター

医療法人徳洲会
福岡徳洲会病院

春日市南地域包括支援センター
社会福祉法人仁風会 特別養護老人ホーム

かすがの郷

担当
地区

須玖南、弥生、小倉、昇町、宝町、千歳町、若葉台東、
若葉台西、光町、ちくし台、大谷、小倉東、大和町、
岡本、桜ヶ丘、須玖北、日の出町、サン・ビオ

白水池、紅葉ヶ丘、松ヶ丘、惣利、塚原台、大土居、
上白水、下白水北、下白水南、天神山、泉、白水ヶ
丘、春日原、春日原南、春日公園、春日、平田台

地図

市内の地域包括支援センター

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
利

用
者
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
あ
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん
の
場
合

　

Ａ
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。
普
段
定
期

的
に
病
院
に
通
院
し
、買
い
物
や
掃
除
な
ど

も
一
人
で
行
い
、自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
入
院
を
き
っ
か
け
に
記
憶

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
理
解
力
・

判
断
力
も
急
激
に
低
下
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、家
賃
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
払

い
が
滞
り
、す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、入
院
中

の
た
め
、誰
も
気
付
き
ま
せ
ん
。

　

あ
る
日
、病
院
か
ら
、本
人
の
今
後
の
こ

と
に
つ
い
て「
誰
も
身
内
が
い
な
い
よ
う
で

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」と
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
と
し
て
は
、退
院

可
能
な
病
状
だ
が
、こ
の
ま
ま
退
院
さ
せ
る

の
は
問
題
が
大
き
い
と
判
断
し
た
上
で
の
相

談
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社

会
福
祉
士
が
病
院
を
訪
問
し
、本
人
の
今
後

の
生
活
に
つ
い
て
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
対
応

　

ま
ず
は
、本
人
に「
退
院
後
の
生
活
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、介
護
保
険
を
申
請
す
る
こ
と
に
し
、

手
続
き
は
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
代
行

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、金
銭
管
理
も
誰
か
の
支
援
が
必
要

で
し
た
が
、介
護
保
険
制
度
で
は
金
銭
管
理

は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、身
内
も
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」の
職
員
に
相
談
。
各

種
支
払
い
や
手
続
き
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
す
る
計
画
で

す
。
あ
と
は
、
退
院
後
の
生
活
に
向
け
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
紹
介
し
、介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
で
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
を

行
い
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

今
後
、状
態
の
変
化
に
よ
り
、本
人
の
処

遇
全
般
に
つ
い
て
、本
人
が
理
解
で
き
な
く

な
れ
ば
、家
庭
裁
判
所
に
成
年
後
見
の
申
立

て
を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
、「
高
齢
者
虐
待
の
防

止
、
高
齢
者
の
擁
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、
高
齢
者
虐
待

に
関
し
て
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、自
治
会
の
皆
さ
ん
や
施
設
職
員

な
ど
と
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を
通
し
て
連
携

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

虐
待
を
発
見
し
た
場
合
、発
見
者
に
は
通

報
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
の
場
合
は
、

個
人
情
報
の
保
護
よ
り
も
、通
報
の
義
務
が

優
先
さ
れ
ま
す
。気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
役

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

事
例
を
紹
介
し
ま
す

地域包括支援センターは地区により、利用できるセンターが決
まっています。担当地区のセンターを利用してください。

塚原台 3−129
1（595）8188　5（595）6069

桜ヶ丘 4−23（2階）
1（589）6227　5（589）6228
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傍聴しませんか

春日市議会３月定例会
▷3日㈪　本会議（議案の上程、提案理由の説明など）
▷6日㈭　本会議（議案質疑など）、予算審査特別委員会
▷7日㈮・10日㈪　各常任委員会（議案審査）
▷11日㈫　予算審査特別委員会
▷12日㈬・13日㈭　本会議（一般質問）
▷14日㈮　各常任委員会（議案審査）
▷17日㈪・18日㈫　予算審査特別委員会
▷19日㈬　各常任委員会（議案審査のまとめ）

▷21日㈮　予算審査特別委員会
▷24日㈪　各常任委員会（閉会中の調査事件の調整な
ど）
▷25日㈫　本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）
※　日程は、都合により変更になることがあります。傍聴
する場合は、事前に問い合わせてください。
問い合わせ先　議会事務局

1（584）1111　5（584）1146

●●●●●

農業委員会委員選挙人名簿
　平成20年1月1日現在により調整した「春日
市農業委員会委員選挙人名簿」を縦覧します。
期間　2月23日㈯～3月9日㈰　
時間　午前8時30分～午後5時
縦覧場所・問い合わせ先　選挙管理委員会事
務局（市役所1階）
1（584）1111　5（584）1141

縦覧します

放課後児童クラブ（学童保育）

入所説明会
　放課後児童クラブは、共働きなどで昼間、保護者が自
宅にいない家庭の子どもたちが、放課後を安全で楽しく
過ごせるよう市が設置した施設です。
　この児童クラブの運営方法や保育内容などについて
の説明会を行います。
　なお、今回の説明会は、前回の入所説明会（2月3日開
催）に、やむ得ない理由で参加できなかった人が対象で
す。平成20年度から新たに入所を希望する児童（原則小
学1～3年生）の保護者は、必ず参加してください。なお、
当日は託児（無料）もあります。
入所基準　午後2時～4時の時間帯を含む4時間以上保
護者不在の日が、月に16日以上（日曜日を除く）の
家庭の児童

期日　３月13日㈭
時間　午後7時～9時（受付　午後6時30分～）
※　託児利用者は、午後6時
　40分までに来てください。
場所　ふれあい文化センター
研修室1・2（大谷6‒24）

※　できるだけ、公共交通機関
　を利用してください。
問い合わせ先　NPO法人子ど
も未来ネットワーク春日
事務局
1（581）1906
5（581）1966

K A S U G A         C I T Y4



●●●●●

バス停の変更
　3月1日から、コミュニティバス「やよい」のバ
ス停を一部変更します。
変更内容
▷春日原線
「大和町公民館前」バス停を、大和公園の前に
移設し、名称も「大和公園前」に変更。
▷須玖線
「NHK放送所前」バス停の名称を、「北スポーツ
センター前」に変更。
※　いずれも時刻の変更はありません。
問い合わせ先　都市計画課計画担当

1（584）1111　5（584）1143　　

コミュニティバス「やよい」●●●●●

春日市市民農園
　市民農園をあっせんします。
場所・区画
▷天神山（天神山1‒28）　5区画
▷下白水北（下白水北1‒28）　10区画
▷下白水南（下白水南5‒76）　5区画
▷昇町（昇町2‒94）　11区画
▷弥生（弥生1‒36）　2区画
▷下白水南2（下白水南10‒6・10‒11）40区画程度
※　下白水南2は新規農園のため、区画分けは3月以降に
なります。また、車での来園ができません。
入園期間　4月1日～平成21年3月31日（1年間）
※　5年間まで延長できます。
利用料　年間5,000円
応募方法　2月29日㈮（必着）までに、往復ハガキに希望
農園の地区名（第2希望まで）、住所、氏名、電話番号を
書いて送る（返信面には何も書かない）

※　申込多数の場合は抽選
　します。
　　なお、抽選に漏れた人
　は、補欠者として1年間登
　録します。
応募・問い合わせ先　地域づ
　　くり課商工農政担当（〒
　　816‒8501春日市役所）
　 1（584）1111　
　 5（584）1153

入園者募集

募集します

小学校英語活動指導員 （嘱託職員）
　市は、英語活動をコミュニケーション活動と位置づけ、
全小学校で実践しています。
　市内の小学校で、英語活動を通したコミュニケーショ
ンの楽しさを児童に伝えてくれる人を募集します。
対象　市の英語活動の趣旨を理解した上で、担任教師と
協力し指導や教材作成に従事できる人（教員免許は
不要）

勤務日数　週3日
勤務時間　午前8時30分～午後5時のうち6時間
報酬　月額7万9,000円程度（有給休暇あり、社会保険・賞

与・交通費なし）
採用期間　4月1日～平成21年3月31日（1年間）
※　8月は学校が夏期休暇のため、任用はありません。
募集人員　若干名
選考方法　▷一次 書類審査　▷二次 面接（英会話あり）
応募方法　2月29日㈮（必着）までに、市販の履歴書（Ａ4）
と作文「私の英語との出会い」（Ａ4縦用紙１枚以内）
を提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先  学校教育課（〒816‒8501春日市役所）
1（584）1111　5（584）1153
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　1月19日、春日まちづくり支援センター「ぶどうの庭

」で、「春日まちづくり塾」第4期塾生の卒業発表会が行

われました。

　昨年5月に始まった第4期同塾。塾生は2グループに

分かれ、今回の発表に向けてこれまで学習を続けまし

た。2グループの発表はそれぞれ「エコバッグを使い、

環境に配慮しよう！」「コミュニティバスやよいに乗ろう

！」。どちらも今後の春日市のまちづくりについて実り

のある発表となったようです。

　発表が終わると、塾生代表の小
こ ま つ

松正
まさのり

範さんに、市長

から卒業証書が授与されました。

卒 春日まちづくり塾

業発表会

　1月27日、ふれあい文化センターで「第16回弥生

の里児童画大賞展授賞式」を行いました。

　応募作品1万4,848点の中から選ばれた入選・入

賞作品（47点）を描いた子どもたち一人一人に、賞

状と記念品を贈りました。林
はやし

 紀
きいちろう

一郎審査委員長(美

術評論家)は、｢どの作品も、子どもたちの生活観や

夢が存分に絵に表れていました」と講評されました。

入 弥生の里児童画大賞展

賞者 授賞式



　1月16日、春日中学校でアンビシャス広場が行われ、中学生

15人がインターンシップ（職業体験）の事前勉強を受けました。

　商業施設などの体験を希望する生徒が受けたのは、応対マナ

ーの授業。那珂川町立福岡女子商業高校の生徒6人から、お辞儀

の仕方や、「いらっしゃいませ」などのあいさつの発声方法など

の指導を受けました。始めは照れて小さな声しか出せなかった

生徒たちも、練習す

るにつれてめきめ

きと上達しました。

　 地 域でのインタ

ーンシップでは、し

っかりとがん ば る

生徒たちの姿が見

ら れ ることでしょ

う。

　 1 月 1 5 日 、

小
お が わ

川 仁
さ と こ

子 さ ん 

（小倉）が市役所

を訪 れ 、コミュ

ニ ティバス「 や

よい」について

まとめた卒業論

文を市長に手渡しました。

　もともと「まちづくり」に関心があった小川さ

んは、大学2年生の時点で卒業論文のテーマを

「やよいバス」に決定。市民の利用アンケート

調査を自らするなどして、約1年間かけて制作

しました。

　論文を受け取った市長は、「今後のバスのあ

り方の参考にします」と話しました。

卒 テーマは「やよいバス」

業論文を市長へ

　1月19日、市民スポーツセンターで「第17回『春日市郷土かる

た』カルタ取り大会」を行い、市内の小学生94人が参加しました。

　このカルタ取り大会は、平成3年に、「春日・弥生の里づくり」の

一環として、郷土に対する理解と意識を高めようと、「春日市郷

土かるた」を作成したことをきっかけに始めたもの。今年で17回

目の開催です。

　カルタには市内の文化財や風土などの絵が描かれ、それに関

係した読み札が読み上げられると、参加者は誰よりも先に取ろ

うと、真剣な表情で絵札を探し

ていました。

　団体戦（計12チーム）の結果

は次のとおりです。

優勝　光町子ども会（光町）

準優勝　小池台子ども会（大谷）

3位　昇町子ども会（昇町）

※（ ）内は地区名

　1月21日、須玖小学校6年の那須雅之さん（

春日聖剣会）が、市長に「平成20年昇龍旗争奪

全国選抜少年剣道大会」での優勝を報告しまし

た。

　岡山県で行われた同大会。那須さんは、個人

戦小学6年生の部に出場。全国から集まった強

豪たちを勝ち抜き、見事優勝を手にしました。

　父親や2人の兄も剣道に打ち込んでいると

いう那須さん。将来の夢はやはり剣道の全日

本選手。そんな那須さんに、「礼儀と礼節を重ん

じる剣道。み

ん な の 目 標

と さ れ る 選

手になってく

ださい。これ

か ら もさ ら

に腕を上げ、

良 い 成 績 を

残すことを期

待しています

」と市長が激

励しました。

少 那須雅之さん（須玖小）

年剣道大会優勝カ 「春日市郷土かるた」

ルタ取り大会

K A S U G A         C I T Y7

高 春日中アンビシャス広場

校生からマナーを学ぼう
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親
子
ふ
れ
あ
い
事
業 

ふ
れ
あ
い
体
験
王
国
〜
春
祭
り
〜

　

子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
提
供
し
ま
す
。

対
象   

市
内
の
小
・
中
学
生
や
そ
の
親
子

日
時　

３
月
23
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

内
容　

▽
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
▽
竹
と
ん

ぼ
▽
ビ
ー
ズ
▽
綿
手
芸
▽
科
学

実
験
▽
紙
こ
ま
作
り
▽
く
る
く

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

る
レ
イ
ン
ボ
ー
ダ
ブ
ル
▽
茶
道

▽
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
料
理
教
室
な
ど

参
加
費　

無
料（
別
途
材
料
費
一
人
50

〜
５
０
０
円
が
必
要
）

申
込
方
法　

２
月
25
日
㈪
〜
３
月
７
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

体
験
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る

※　

申
込
先
着
順
で
す
。詳
し
く
は
、学

校
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
見
る
か
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
子
ど
も
劇
場 

詩
の
朗
読
と
上
映
会

　

詩
の
朗
読
と「
夕ゆ
う
な
ぎ凪
の
街
桜
の
国
」の

上
映
会
を
行
い
ま
す
。平
和
の
尊
さ
を

考
え
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
２
日
㈰

▽
午
後
４
時
〜
６
時

▽
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
ホ
ー
ル（
大

野
城
市
曙あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

入
場
料（
前
売
）

▽
大
人　

１
，０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下　

８
０
０
円

※　

当
日
料
金
は
２
０
０
円
増
し
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
劇
場

1（
５
７
２
）０
５
４
４

5（
５
７
２
）９
３
４
１

自
然
体
験
活
動 

田
ん
ぼ
づ
く
り

　

専
門
家
と
一
緒
に
稲
づ
く
り
を
し

て
、自
然
環
境
や
食
育
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、夏
休
み
に
は
久
住
で
の
自
然

体
験
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
生（
１
年

間
通
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
）

日
程　

毎
月
の
土
曜
日
の
う
ち
１
回

（
第
１
回
目
は
２
月
23
日
㈯
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

春
日
公
園
自
然
風
庭
園（
原
町

３
ー
１
ー
４
）

参
加
費　

年
間
６
，０
０
０
円（
資
料
・

保
険
料
・
バ
ス
代
を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
、学
年
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

第
１
回
目
の
活
動
の
際
に
説
明
会

も
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
隊

　

藤ふ
じ
む
ら村

1（
５
９
２
）５
８
９
１（
5
兼
用
）

春
日
市
墨
遊
会 

水
墨
画
作
品
展

　

同
会
受
講
生
の
、１
年
間
の
主
な
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
24
日
㈰
〜
３
月
９
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※　

月
曜
日
は
休
館
日
で
す（
第
４
月

曜
日
を
除
く
）。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

古こ

が賀

1（
５
８
４
）４
９
４
５（
5
兼
用
）

参
加
者
募
集 

菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

日
時　

３
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時（
予
定
）

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
２
階
競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

▽
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス（
小
学
生
の
部
・

中
学
生
の
部
）

▽
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス（
小
学
生
の
部
・
中

学
生
の
部
）

参
加
料　

一
人
一
種
目
５
０
０
円

申
込
方
法　

３
月
３
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢（
学
年
）、性
別
、

電
話
番
号
、出
場
種
目（
ラ
ン

ク
）を
書
い
て
送
る（
フ
ァ
ッ
ク

ス
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中な
か
お尾
千ち

え

こ

恵
子

（
〒
816
ー
０
８
６
２
弥
生
５
ー

36
ー
３
ー
１
ー
６
０
８
）

1（
５
７
１
）４
５
５
３（
5
兼
用
）

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］叶

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ガ
ジ
ュ
マ
ル

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］時
雨

▶
き
し
川
み
ず
き

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ち
ょ
こ

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］こ
こ
ろ



春
日
市
太
極
拳
友
会 

１
日
体
験
入
門
無
料
教
室

　

健
康
と
体
力
づ
く
り
に
、太
極
拳
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。年
齢
や
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象  

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

３
月
８
日
㈯　

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

春
日
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階
体
育
室（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法　

３
月
５
日
㈬
午
後
７
時
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

相さ
が
ら良

1（
５
７
３
）８
５
０
０（
5
兼
用
）

部
員
募
集 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
か
す
が
」

　

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象　

春
日
西
中
校
区
に
居
住
す
る
人

練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

練
習
場
所　

春
日
西
中
学
校
体
育
館

（
一
の
谷
５
ー
49
）

問
い
合
わ
せ
先　

山や
ま
し
た下

1（
５
７
２
）８
４
９
１（
5
兼
用
）

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の 

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、初
心
者

や
高
齢
者
も
無
理
な
く
自
分
に
合
っ
た

運
動
が
で
き
る
施
設
で
す
。同
ル
ー
ム

の
会
員
に
な
る
に
は
、こ
の
教
室（
計
４

回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

初
回
期
日

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
３
月
７
日
㈮
▽
３
月
８
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室　

　

▽
３
月
５
日
㈬

※　

２
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
し
込

み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
▽
運

動
機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

場
所
・
日
時
・
内
容

○
同
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
須
玖

北
４
ー
５
）

２
月
22
日
㈮　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

食
物
繊
維
〜
食
事
を
見
直
そ
う
〜

○
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

　

２
月
19
日
㈫

▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

介
護
保
険

▽
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分

脳
ド
ッ
ク

参
加
費　

い
ず
れ
も
無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
部
の
総
会

　

母
子
家
庭
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
申
し
込
み
も
不
要
で

す
。託
児（
無
料
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母

日
時　

２
月
24
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付　

午
後
１
時
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※　

託
児
希
望
者
は
、２
月
20
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市

母
子
寡
婦
福
祉
会

1（
５
９
６
）９
９
２
５（
5
兼
用
）

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会 

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク（
い
ち
ご
狩
り
）

　

母
子
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）の
親
子

を
対
象
に
、日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行

い
ま
す
。親
子
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
２
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

※　

市
役
所
玄
関
前
に
集
合
で
す
。

行
き
先　

福
岡
県
八
女
市

参
加
費　

▽
大
人　

１
，０
０
０
円　

▽
中
学
・
高
校
生　

５
０
０
円　

▽
小
学
生
以
下　

無
料

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

２
月
24
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住
所
、参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
込
可
）

※　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
な
人

は
、早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会

1（
５
９
６
）９
９
２
５（
5
兼
用
）　

http://w
w

w
.kasuga-boshi.com

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］叶

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ガ
ジ
ュ
マ
ル

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］時
雨

▶
き
し
川
み
ず
き

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ち
ょ
こ

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］こ
こ
ろ

　ハガキに縦書き、白黒で濃い目にはっきりと描いて、表
に住所、氏名、電話番号を書いて送ってください（ペンネー
ムも可）。著作権の都合上、作品はオリジナルのものに限り
ます。
あて先　〒816-8501春日市役所市報かすが「イラスト

コーナー」係
※　掲載された人には図書券（500円分）を進呈します。

●お知らせ
　都合により、市報かすが4月1日号以降の掲載について
は、図書券の進呈を取りやめます。掲載は今後も続けて
いきますので、ご理解とご協力をお願いします。

あなたのイラスト募集中
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か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

春
の
い
ろ
い
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
・

特
技
を
生
か
し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

内
容
・
期
日　

▽
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

３
月
６
日
㈭　

▽
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

３
月
18
日
㈫

▽
メ
イ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

３
月
21
日
㈮

▽
剪せ
ん
て
い定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

３
月
26
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

※　

手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
、場
所

を
変
更
し
て
行
い
ま
す
。

定
員　

各
15
人（
メ
イ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
20
人
）

申
込
方
法　

各
講
座
の
３
日
前
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希

望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る（
複
数
申

込
可
）

※　

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

就
業
機
会
の
拡
大
の
た
め
に 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

障
害
者
と
企
業
の
人
事
担
当
者
の
面

談
会
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
28
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル（
福

岡
市
博
多
区
吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー

55
）

※　

参
加
希
望
者
は
、事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南
）

1（
５
１
３
）８
６
０
９

5（
5
1
3
）8
6
0
6

参
加
者
募
集 

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
５
月
・
６
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

３
月
８
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の

仕
組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習

な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話

番
号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

み
ん
な
で
子
育
て 

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

　
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会

員
）」が
支
え
あ
う
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」。今
回
は
、

「
お
ね
が
い
会
員
」に
な
る
た
め
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
3
カ
月
以

上
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
9
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
３（
大
谷
6
ー
24
）

申
込
方
法　

2
月
29
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託

児
の
有
無
を
伝
え
る

※ 　

詳
し
く
は
、市
役
所
や
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
あ
る
チ
ラ
シ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

1（
5
8
4
）7
7
0
0　

5（
5
8
4
）7
7
3
9

fam
isapo@

city.kasuga.fukuoka.
jp環

境
を
考
え
る
き
っ
か
け
に 

ふ
ろ
し
き
講
座

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
に
よ
る
講
座
で
す
。「
ふ
ろ
し
き
で
、

も
の
を
包
む
」こ
と
を
通
し
て
、環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

内
容　

▽
家
庭
で
の
環
境
活
動
の
方
法

▽
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
ろ
し
き
の
包

み
方
の
実
践

講
師　

諸も
ろ
ふ
じ藤

見み

よ

こ
代
子
さ
ん（
環
の
ま
な
び

工
房
ふ
ろ
し
き
研
究
会
会
員
）

定
員　

50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※  

希
望
者
に
は
、当
日
エ
コ
ふ
ろ
し
き

を
販
売
し
ま
す（
１
枚
３
０
０
円
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
事
務
局（
市
環
境
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
も
う 

食
育
講
演
会

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を
育

成
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
の「
食
」。

　

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
っ
た

た
い
肥
を
使
っ
た
野
菜
作
り
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。参
加
は

無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　

３
月
１
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
「
た
っ
た
30
日
で
こ
ど
も
が
変

わ
る
〜
食
に
よ
る
心
と
体
の
改

造
計
画
〜
」

講
師　

吉よ
し
だ田
俊と
し
み
ち道
さ
ん（
大
地
と
い
の

ち
の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女
性
政
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３



　1901年から2000年の100年間で、福岡の平均気温は約2.2℃上昇して
います。これに伴い冬日も減少傾向にあり、1990年以降は一桁になって
います。また、近年は、雪が積もることが少なくなってきています。この
まま行くと、近い未来、雪が降ることが珍しくなるかもしれません。
　地球温暖化を食い止めることができるのは私たち人間です。一人一人
できることから始めましょう。

福岡の気温の変化（気象庁統計資料より）

福岡の気温の変化（福岡管区気象台統計資料より）

　

市
内
で
、歩
道
上
の
駐
車
や
右
側

駐
車（
逆
駐
車
）、交
差
点
内
や
交
差

点
の
側
端
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

へ
の
駐
車
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

路
上
駐
車
に
よ
っ
て
、通
勤
・
通

学
時
の
市
民
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。ま
た
、緊
急
車
両
の
活
動

に
も
支
障
が
出
て
、災
害
活
動
や
人

命
救
助
が
遅
延
す
る
な
ど
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。特
に
、夜
間
の
路
上

駐
車
は
、歩
行
者
や
自
転
車
で
の
通

行
者
の
姿
が
確
認
し
に
く
く
な
り
、

交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

危
険
か
つ
迷
惑
な
行
為
で
あ
る

「
路
上
駐
車
」。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、平
成
18
年
６
月
に
罰
則
が

強
化
さ
れ
、路
上
駐
車
な
ど
違
反
し

た
車
の
使
用
者
が
明
確
に
な
ら
な

い
場
合
は
、所
有
者
に
も
何
ら
か
の

責
任
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

違
法
駐
車
車
両
の
移
動
は
、警

察
へ
の
通
報（
１
１
０
番
）も
効

果
的
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
管
理
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）1
1
4
３

路
上
駐
車
は
危
険
で
す

春
日
市
中
央
公
民
館
市
民
講
座 

ホ
ッ
ト
ひ
と
い
き
講
座

学
習
日
・
テ
ー
マ
・
講
師　

▽
３
月
４
日
㈫「
日
本
茶
の
い
ろ
は
」　

今い
ま
む
ら村
由ゆ

み美
さ
ん（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

▽
３
月
14
日
㈮「
家
族
で
コ
ー
ヒ
ー
を

お
い
し
く
飲
も
う
」　

　

倉く
ら
た田
剛た
け
し志
さ
ん（
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
士
）

▽
３
月
21
日
㈮「
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
効

能
〜
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
っ
て
何
を
選
べ

ば
い
い
の
〜
」

　

中な
か
む
ら村
臣し
ん
い
ち
ろ
う

市
郎
さ
ん（
民
間
薬
草
研
究

家
）

▽
３
月
25
日
㈫「
春
の
お
茶
時
間
」　

　

今
村
由
美
さ
ん

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
回
２
０
０
円（
別
途
お
茶

代
が
必
要
）

託
児　

一
人
1
回
３
０
０
円

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、受
講
希

望
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

託
児
希
望
者
は
、２
月
22
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー 

緑
の
教
室

　

自
分
流
の
庭
づ
く
り
を
す
る
た
め
の

基
礎
学
習
で
す
。

対
象　

全
日
程
に
参
加
で
き
る
県
民

日
程　

５
月
〜
12
月
の
第
３
日
曜
日

（
計
８
回
）

時
間（
い
ず
れ
か
）

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

※　

別
途
、材
料
費
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

定
員　

各
50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
１
日
㈯
以
降
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ハ
ガ
キ
で「
緑

の
教
室
、午
前
ま
た
は
午
後
受

講
希
望
」、住
所
、氏
名
、郵
便
番

号
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を

伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
緑
の
教
室
」受
付
係（
〒

839
ー
１
２
１
３
久
留
米
市
田た

ぬ
し主

丸ま
る
ま
ち町
益ま
す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

1
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

5
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

筑
山
会 

古
文
書
講
読
講
座（
初
級
・
中
級
）

　

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
解
読
し
な
が

ら
、当
時
の
社
会
制
度
や
人
々
の
暮
ら

し
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

日
程（
い
ず
れ
も
計
22
回
）　

▽
初
級　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

▽
中
級　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

講
師　

山や
ま
だ田 

稔み
の
るさ
ん（
近
世
地
方
文
書

研
究
会
会
長
）

受
講
料　

月
額
１
，０
０
０
円

定
員  

各
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

初
級
は
、初
め
て
受
講
す
る
人
を

優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

３
月
15
日
㈯（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、受
講
を

希
望
す
る
級
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局 

横よ
こ
や
ま山 

實み
の
る（
〒
816
ー
０
８
２
２
ち

く
し
台
２
ー
92
）

1（
５
８
５
）５
１
３
４

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

各
種
講
座

○
土
笛
教
室（
共
同
作
業
所「
は
る
か 

ぜ
」協
力
）

内
容　

土
笛
ペ
ポ
の
演
奏

対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上
の
人

日
時　

３
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

参
加
費　

５
０
０
円（
楽
譜
・
資
料
代

含
む
）

定
員　

20
人

※　

土
笛
は
貸
し
出
し
ま
す
。

○
み
や
び
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
教
室

内
容　

ア
ロ
マ
の
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

（
パ
フ
ュ
ー
ム
）作
り

日
時　

３
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
〜

正
午

参
加
費　

１
，２
０
０
円（
材
料
費
・

お
茶
代
含
む
）

託
児
費　

一
人
１
，０
０
０
円（
５
カ

月
〜
未
就
学
児
・
２
月
25
日

㈪
ま
で
に
要
申
込
）

定
員　

15
人

○
ネ
ッ
ト
社
会
で
育
つ
子
ど
も
の
た
め

に
〜
今
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
〜

内
容　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
危

険
性

日
時　

３
月
６
日
㈭　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

参
加
費　

３
０
０
円

託
児
費　

一
人
１
，０
０
０
円（
５
カ

月
〜
未
就
学
児
・
２
月
28
日

㈭
ま
で
要
申
込
）

定
員　

20
人

申
込
方
法　

各
講
座
の
４
日
前（
必
着
）

ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名
を

伝
え
る

※　

い
ず
れ
の
講
座
も
、申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
筑
紫
食
品
衛
生
協
会 

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
責
任
者
の
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。講

習
会
終
了
後
、修
了
書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
、ま

た
は
受
講
を
希
望
す
る
人

日
時　

３
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭（
い
ず
れ

か
１
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
Ｂ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　

７
，０
０
０
円

定
員　

１
２
０
人

※　

申
込
先
着
順
で
受
け
付
ま
す
が
、

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
管
内
で

の
営
業
者
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
、受
講
希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

1（
５
７
５
）５
０
５
６

5（
９
８
２
）８
３
１
９

法
人
の
集
い 

異
業
種
交
流
研
修
会

　

法
人
企
業
を
対
象
に
、講
演
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
6
時
〜
９
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
館（
伯
玄
町

2
ー
24
）

内
容

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
不
況
の

中
で
も
業
績
が
伸
び
て
い
る
、元
気
な

地
元
企
業
に
学
び
ま
し
ょ
う
」

▽
講
演
会「
21
世
紀
ー
元
気
企
業
の
条

件
〜
顧
客
中
心
経
営
と
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
経
営
」

参
加
費　

一
人
１
，０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参

加
希
望
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
筑
紫
法
人

会
事
務
局

1（
9
2
4
）6
3
8
7

5（
9
2
2
）6
5
6
9

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

県
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

者
や
管
理
組
合
役
員
な
ど

日
時　

３
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
40
分

場
所　

福
岡
市
立
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
塩し
お
ば
る原
２
ー
８
ー
２
）

内
容
・
時
間

▽
講
演「
福
岡
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

現
況
と
今
後
の
課
題
」「
管
理
組
合
と

管
理
会
社
が
行
う
業
務
と
役
割
・
課

題
」（
午
後
１
時
〜
３
時
40
分
）

▽
住
ま
い
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談（
午

前
10
時
〜
正
午
、午
後
３
時
40
分
〜

４
時
40
分
）

※　

資
料
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
費　

無
料

定
員　

５
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー
企
画
情

報
部

1（
７
８
１
）５
１
６
９

5（
７
１
５
）５
２
３
０

今
を
生
き
る
た
め
に 

決
め
て
お
く
私
の
お
葬
式

　

納
得
の
い
く
葬
儀
や
、老
い
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

2
月
22
日
㈮　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
B（
原
町
3
ー

1
ー
7
）

参
加
費　

5
0
0
円（
資
料
代
）

定
員　

70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

自
分
ら
し
い

葬
送
を
考
え
る
会

1（
8
8
5
）2
8
3
3（
5
兼
用
）　

　県内の連結送
水管や屋内消火
栓設備、スプリンク
ラー設備などの消
防用設備の金属
部分の盗難が相
次いでいます。
　これらは、万一
の火災時の消火活動に大変重要な設備です。設備を設
置・維持管理をしている関係者は、日ごろからの点検や
見回りをお願いします。
　なお、金属部分がなくなっている場合は、警察への通
報にあわせて、消防本部への連絡もお願いします。
問い合わせ先　春日・大野城・那珂川消防本部予防課

1（584）1195　5（584）1200

消防用設備の点検を
相次ぐ盗難注意！！



　　　　　　次回のテーマは「私の夢」
　将来の夢や幼い頃の夢など、あなたの大切な「夢」を教えてください。
　3月14日㈮（必着）までに、ファックスかハガキ、Eメールに住所、氏名、ペンネー
ム、電話番号、投稿文（200字以内）を書いて送ってください。
あて先　〒816-8501春日市役所市報かすが「井戸端かいぎ」係
　　　　1（584）1111　5（584）1142 　 koho@city.kasuga.fukuoka.jp
※　次回以降の掲載については、図書券の進呈を取りやめます。掲載は今後も

続けていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

冬といえば、私はなぜか「干
し柿」なんです。子どもの

ころ、冬休みに入ると田舎の
祖母の家へ行き、祖母が干し
た干し柿を食べていました。

今 は 亡 き 祖 母
の干し柿はとっ
て も 甘くて お
いしかったです
よ。（ぽこペン）

私が 子 ど も の
ころは、今よ

りもっと雪が降っ
て い たよう な 気
がします。少しで
も雪が積もれば、
ソリを持って出掛
けて坂道を滑り、せっせと雪だるま
を作り、特別授業としてみんなで雪
合戦をした記憶もあります。「いつ
か”かまくら”を作りたい！」と思っ
ていました。そして、存分に遊んで
凍えた手足を、ストーブの前に投げ
出し温める。それが、私にとっての
冬の思い出です。        （雪だるま）

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の 

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
財
産
管
理
、相
続
、

遺
言
な
ど
の
相
談
に
、公
証
人
Ｏ
Ｂ
な

ど
が
応
じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

２
月
22
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

1（
９
２
１
）２
１
３
０（
5
兼
用
）

増
改
築
や
補
修
な
ど 

住
宅
相
談

　

住
宅
の
増
改
築
や
補
修
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
、無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▽
春
日
市
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
春
日
市
商
工
会
内
）

1（
５
８
１
）１
４
０
７

▽
春
日
那
珂
川
民
主
商
工
会

1（
５
７
３
）０
９
０
４

▽
福
岡
建
設
春
日
市
住
宅
セ
ン
タ
ー

1（
９
２
３
）６
５
４
８

参
加
者
募
集 

内
閣
府 

青
年
国
際
交
流
事
業

　

内
閣
府
は
、国
際
交
流
を
通
し
て
、次

代
を
担
う
青
年
た
ち
に
、広
い
国
際
的

視
野
と
国
際
協
調
の
精
神
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
の
平
成
20
年
度
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
〜
30
歳
の
人

事
業
内
容

▽
国
際
青
年
育
成
交
流

▽
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

▽
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

▽
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

▽
世
界
青
年
の
船

※　

い
ず
れ
も
応
募
の
際
は
作
文
の
提

出
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

事
業
の
実
施
時
期
や
応
募
期
間
な

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課

1（
６
４
３
）３
３
８
６

5（
６
４
３
）３
３
８
９

注
意
し
て
く
だ
さ
い 

市
職
員
を
装
う
詐
欺
被
害

　

筑
紫
野
署
管
内
で
、市
職
員
を
装
っ

た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
証
の
提
示
を
求
め
、保
険

料
の
一
部
が
未
納
だ
と
だ
ま
し
、支
払

い
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
に
限
ら
ず
、市
職
員
が
訪

問
し
た
場
合
は
、身
分
証
の
提
示
を
求

め
た
り
、市
役
所
に
電
話
す
る
な
ど
し

て
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、不
審

な
場
合
は
、す
ぐ
に
支
払
っ
た
り
自
分

の
個
人
情
報
を
知
ら
せ
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
高
齢
課

　

1（
５
８
４
）１
１
１
１

　

5（
５
８
４
）３
０
９
０

▽
筑
紫
野
警
察
署

　

1（
9
2
9
）0
1
1
0

若
年
者
専
修
学
校
等 

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

　

市
は
、こ
の
春
に
中
学
校
・
高
校
を
卒

業
す
る
人
や
平
成
19
年
度
に
高
校
を
中

退
し
た
人
に
、修
学
資
金
や
入
校
支
度

金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、収
入
の
基
準
や
対
象
と
な

る
学
校
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
額

▽
専
門
課
程   

月
額
５
万
３
，０
０
０
円

▽
そ
の
ほ
か
の
課
程　

月
額
３
万
円

▽
入
校
支
度
金　

10
万
円

申
請
期
限　

４
月
30
日
㈬

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

　

地
域
福
祉
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

県
内
商
店
街
へ
の
出
店
希
望
者 

合
同
面
談
会

　

県
は
、空
き
店
舗
が
あ
る
県
内
商
店

街
と
出
店
希
望
者
の
情
報
交
換
・
意
見

交
換
を
行
う「
合
同
面
談
会
」の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場
所　

㈶
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン

タ
ー
４
０
１
会
議
室（
福
岡
市

博
多
区
吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
９
ー
15
）

募
集
期
限　

２
月
29
日
㈮
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

情
報
支
援
チ
ー
ム

1（
６
２
２
）６
６
８
０

5（
6
2
4
）3
3
0
0
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う
な
湿
疹
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、１
歳
を
過
ぎ
る
と
、
皮

膚
が
全
体
的
に
乾
燥
し
、ひ
じ
や
ひ

ざ
の
内
側
、手
首
や
足
首
な
ど
に
カ

サ
カ
サ
し
た
湿
疹
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ

　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど
も
は
、

成
長
と
と
も
に
ぜ
ん
そ
く
や
鼻
炎
な

ど
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
が
変
化
し

て
い
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
変

化
を「
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ
」と
言
い

ま
す
。
た
だ
し
、必
ず
し
も
ア
レ
ル

ギ
ー
マ
ー
チ
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
、途
中
で
良
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療

○
ス
キ
ン
ケ
ア

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者

は
、
皮
膚
の
働
き
が
弱
い
た
め
、

ス
キ
ン
ケ
ア
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、汗
や
汚
れ
な
ど
は
速
や

か
に
落
と
し
、十
分
な
保
湿
が
大

切
で
す
。
ま
た
、湯
加
減
や
入
浴

剤
な
ど
、肌
へ
の
刺
激
が
強
く
な

ら
な
い
よ
う
に
調
節
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、肌
に
直
接
触
れ
る
衣
類 

や
寝
具
へ
の
気
配
り
も
大
切
で

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
は

　

人
間
の
身
体
は
、
外
か
ら
異
物
が

入
っ
て
く
る
と
、そ
れ
を
取
り
除
こ
う

と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
働
き
ま
す
。
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
は
、普
通
な
ら
何
で
も
な
い
物
質（
食

べ
物
や
ダ
ニ
、
花
粉
な
ど
）に
対
し
て
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
過
剰
に
反
応
し
て
し

ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
伝
、
湿
気
・
摩
擦
、
精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
場

合
も
多
い
よ
う
で
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
症
状

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、慢
性
的
に

か
ゆ
い
湿
疹
が
現
れ
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
口
の
周
り
や
ほ

お
、首
な
ど
に
ジ
ク
ジ
ク
し
た
湿
疹
が

で
き
た
り
、頭
に
油
の
か
た
ま
り
の
よ

す
。
爪
を
短
く
切
り
、な
る
べ
く

か
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
薬
物
療
法

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
薬
物

療
法
の
処
方
せ
ん
に
は
、「
ス
テ

ロ
イ
ド
外
用
薬
」「
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
」「
保
湿
剤
」な
ど
が
あ
り
ま 

す
。
肌
に
合
わ
な
い
場
合
は
、医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
療
法

　

食
べ
物
を
食
べ
た
こ
と
で
、か

ゆ
み
や
湿
疹
が
ひ
ど
く
な
る
場
合

は
、そ
の
食
べ
物
を
除
去
し
た
り

制
限
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、卵
・
牛
乳
・
大
豆
な
ど

の
食
物
は
、身
体
の
成
長
に
欠
か

せ
な
い
栄
養
素
を
含
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、妊
娠
・
授
乳
中
の
食
物 

制
限
が
子
ど
も
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
発
症
を
予
防
す
る
と
い
う

根
拠
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て
い
ま
す
。

　

食
事
療
法
が
必
要
な
場
合
は
、

極
端
な
方
法
は
避
け
、食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
精
通
し
た
医
師
に
相
談

し
て
、正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
子どもが求める時期に十分な刺激を
　例えば、「たかいたかい」。たいていの赤ちゃんには、これ
をしてあげると声を立てて喜ぶ時期があります。声を立て
て喜び、大人に何度も繰り返ししてもらうことで、赤ちゃ
んの脳に必要な刺激が送り込まれます。このように、体を
使って遊んだり運動したりすることは、子どもの脳の働き
を発達させると言われています。
　しかし、一定の時期を過ぎると、「たかいたかい」にはそ
れほど興味を示さなくなります。つまり、子どもは発達さ
せるべき機能を発達させ終われば、その遊びからはとたん
に卒業し、別の遊びで発達を刺激するのです。

　大人から見れば、いつもいつも同じことばかりして・・・
と思われる遊びや動きでも、子どもにとっては、今それを
しないといけない、大切な仕事なのです。
　子どもがこのような遊び・動きを始めたら、一人にせず、
できるだけ大人も一緒に遊んであげましょう。それによっ
て、子どもは人との関係を広げ、言葉を使う気持ちを育て
ていくのです。



悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜15時／
春日市社会福祉センター 4階

不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜16時／高齢者総合相談セン
ター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分 〜15時30分 ／
天神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜18時／土曜日 
9時〜13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分 〜16時（ 金 曜 日 は18時
〜20時30分も）／あすばる
相談室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分〜17時15分／福
岡県警ミズ・リリーフ・ライン

■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火 曜 日 ／10時 〜15時 ／
市役所2階市民相談室
人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜17
時／福岡法務局筑紫支局

＜広告欄＞

市の人口   1/15現在

◎総人口  109,434人

女 　55,966人

男　 53,468人

◎世帯数  43,561世帯
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４年に一度の・・・
　今年2008年は閏

うるうどし

年。4年に一度の2月
29日を迎えます。閏年にはいつも夏期オリン
ピックが行われていますが、オリンピックが
行われる年が必ずしも閏年となるわけでは
ないようです。
　というのは、西暦年が4で割り切れる年
であっても、100で割り切れる年は閏年とし
ないという例外の決まりがあるそうなので
す。ただ、さらにややこしいことに、100で割
り切れる年であっても、400で割り切れる年
は、やはり閏年とするという、例外の例外と
もいえる決まりもあるとのこと。
　そうすると、ここ最近では西暦2000年が
例外の例外の年。その前になると1600年。

「関ヶ原の戦い」があった年です。家康な
どの武将らも体験した、400年に一度の例
外の例外の年を、自分も体験できたと思う
と、今さらながら胸が熱くなる思いです。
　ちょっと大げさでしたかね ？　　　　ユ

足踏みミシン

　幕末に日本に伝わったミシン。明治時代以降、洋装の普及とともに、工

業機械として広まりました。そして、戦後は、女性の内職の道具として重宝

され、一般の家庭で使われるようになりました。

　カタカタとリズミカルに

ペダルを踏む音は、懐かし

い昭和の情景の一つでは

ないでしょうか。現在、奴国

の丘歴史資料館で開催中

の「暮らしと道具のいまむ

かし展」（2月17日まで）で

展示しています。

（奴国の丘歴史資料館）
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　今回は、そんな固くなったパンを使ったおいしい
スープとデザートを紹介します。

パンdeスープ
材料（4人分）
フランスパン（大きめの一口大）･･････････1/2本
にんにく（みじん切り）･･････････2かけ
ベーコン（1センチ幅に切る）･･････････4枚
溶き卵･･････････4個分
クレソン･･････････適宜
スープ（固形スープを溶いたもので可）･････4カップ
オリーブオイル･･････････大さじ1
作り方
①　鍋にオリーブオイルとにんにくを熱し、ベーコ

ンを炒め、パンも加える。
②　全体に油が回ったら、スープを注いで一煮立 

ち。溶き卵をまわし入れふんわり固まってきたら、
クレソンを散らして出来上がり。

パンプディング
材料（4人分）
フランスパン（一口大）･･････････1/4本
溶き卵･･････････2個　　牛乳･････････200cc
砂糖･･････････大さじ2　 バニラエッセンス･･少々
レーズン、ハチミツ

････････適宜
作り方
①　卵と牛乳、砂糖、

バニラエッセンスを
泡立て器で混ぜる。

②　耐熱皿にパンを並
べ、①を流し込み、パ
ンに染み込むまで
約1〜2分程置く。

③　レーズンを散らし
て、トースターで焦
げ目がつくまで3分
程焼く。ハチミツを
かけて出来上がり。

※　食パンやロール
パンなどでも、おい
しく作れます。

にんじん畑

ムダなしエコクッキング
今月の料理

固くなったパンでスープとデザート


